















































































































































































































































ロード 情報データベース コミュニティー再生に取 り組むことを ｢マグ
マ会議｣で決めた｡
カラモジア大学は､アジアの農村リーダーを一年間研修生として鹿児島の
農村家庭が引き受け､日本とアジアの農村で相互に人材育成を行い､アジア
の地域発展に貢献する｡ カライモ交流や日韓こぐま交流は今後もカライモ
ロードとして継続する｡農作業､農業ビジネスに必要な情報をデーター･ベー
ス化する｡最後に､｢循環型農村再生｣を目指すことなどだ｡
カラモジア大学留学の第一期生は貧しいタイ北部にあるタラ村の青年スリ
ヤだった｡元号が昭和から平成に変わった年､加藤さんたちは､フイリッピ
ン･ラグナ州 トンカ村に､研修機関としてのカラモジア ･フィリピン大学を
開校し､現地農民の技術や生活の向上に協力することになった｡
その年の6月1日､朝日新聞に ｢比の農地解放､農民の手で-鹿児島の青年
グループが 『里親』に｣が掲載された｡｢鹿児島県を中心に国際交流による
村おこし運動を続けている農村青年グループが､フィリピンの農地解放を支
援する基金作 りに乗 り出した｡貧困に苦しむフィリピンの小作農に農地購入
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資金を融資､15年～20年で返済してもらう仕組み｡さらに現地の農民を各農
家が研修生として受け入れ､農地取得後の生産技術の向上にも力を貸す｡同
国の農地改革省が全面協力しており､すでに今年4月から第一陣の研修生5人
が同県内の農家で1年間の研修に入っている｡ フィリピンからの
研修生5人は､それぞれ農援隊のメンバーの家に泊まりこんで､午の世話や
田植え､野菜栽培に汗を流している｡｣
1990年､鹿児島県は加藤さんたちの描 くグランド･デザイン､カラモジア
構想を長期総合計画とし､県議会がこれを認めた｡自治体は当てにせず農家
の青年達が手作 りで始めた運動に県が来るという異例の流れだった｡同構想
の下､カライモ交流地域一帯を､アジア ･太平洋農村交流のメッカにしよう
という計画の柱は､途上国と鹿児島県の農業や農村振興をになう人材育成､
異文化交流による生涯学習拠点形成､異文化ソフトリゾー トの形成などに
なった｡
民主導で自治体を巻き込み､次に組む相手は､国連､企業､霞ヶ関だった｡
1997年､国連開発計画の要請で､加藤さんたちはミャンマーのシャン州を
訪れた｡取 り組む問題は貧困と環境破壊｡山岳に住む少数民族の伝統的な焼
畑農業が森林を破壊し､そのため表土が流出し作物の収穫量が減 り､州内の
豊かな水がめであるインレ湖は生態危機の病に冒されていた｡
シラスの侵食と貧困を克服してきた南九州の歴史を参考に､加藤さんたち
は､化学肥料を使用しない合鴨農法による水稲栽培や有機肥料作 りなどを指
導することになった｡シャン州再生-の試みには､九州電力も巻き込んだ｡
インレ湖流域の植林事業に対する資金援助に踏み切ったのだ｡環境庁もカラ
モジアのインレ湖流域再生計画の後押しをすることになった｡
カラモジア運動はアジアからアフリカの沿岸も洗うようになっていった｡
1998年に鹿児島でアジア ･アフリカ共生会議を開催｡JICAは､カラモジア
に東アフリカ諸国を対象にした特設研修コースの作成を依頼してきた｡生態
系の循環型を前提にした環境保全型農林業の確立を目指したものだ｡同年､
加藤さんたちは､ミャンマー政府と一緒に､世界最大のケシ栽培地帯で､農
業開発を指導し､麻薬撲滅に取 り組むことにもなった｡
加藤さんたちが示した運動の軌跡は､今後の日本人が世界と関わる上で､
一つの｣指針になる｡ハーバー ド大学のエズラ ･ボーゲル教授は､｢世界が
急速にグローバル化する時代､国際間の人と人の掛け橋はまだ巨大な変化に
ついていけるほど強靭ではありません｡そんな中､『からいも交流』は今や
72カ国､3200人に及ぶ留学生のネットワークを広げ､日本と世界を結ぶ大き
な杵を築き上げています｡人類は21世紀をどう生きるべきか｡加藤君が20年
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の時を刻みながら模索した運動は､人類の進むべき方向を教える画期的なも
のだと思います｣と加藤さんの本で､絶賛している｡
｢日本の国際化が進まないのは自立した個人が支える市民社会が存在せず､
ムラ社会の意識と行動で生きているからだ｡カラモジア型NPO社会とは､
ムラ国家の本性である排他性やもたれあい､ナアナア主義､マアマアの唆昧
さを異文化衝突で外に開放し､目覚め､自立､連帯､共生の精神に根ざした
教育､文化､経済､政治を創造する社会｣と加藤さんは本の中で語っている｡
国内では地方の自立を前提にした分権化は今も遅遅として進まず､外交は冷
戦後の世界的大変動-の対応で､未だに新たな羅針盤を見出せないでいる日
本｡そん中でカラモジア運動が示した軌跡は､これからの日本人にとって貴
重な遺産だ｡
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